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Abstract
   In this article, the auther reviewed "the series of Answers" by Metropolitan Ioann II of Kiev 
(11th. century) and reached the following conclusions: 
   1. Metropolitan Ioann II took a strict attitude not only against the paganism of the Slavs (as 
Nazarenko states), but also about the discipline of clergy and monks and the basis of faith. On 
the other hand, he was basically flexible on family issues.
   2. Regarding punishment, unlike that of Byzantine, it focused on correction and re-education. 














































































文順に見ていこう。問 2 では、教会法では、出産後の母親が「不浄」とされる 40 日の間には子に
母乳を与えてはならないとされるが、ヨアンは、赤子が死にかけるのであれば、母乳を与えても構




















































　次に、マカーリーのいう第 1 のカテゴリー、信仰案件について見てみよう。まずは問 7 において、
呪術や妖術行為（「スラヴの異教」）に対する許容は全くない。話題は即座に処罰のあり方に移って
いる 23。続いて問 9 では、教会の晩課時に「主よ復活せよ」等の言葉を発する際に、平信徒らは立っ
ていなければならないとするものである。例外は公やツァーリであり、彼らは座っても良いとされ
ている 24。問 11 では教会財の処分や教会堂の建て替えに際してのありようが示されているが、こ
こにも特に例外規定はない。問 13 では諸公の娘が非正教国の君主やその一族に嫁ぐことが問題に
されている。但し、ここでは禁止ではなく、そうした婚姻が無価値であること、行われる「べきで
























































































扱う問 12 では、これは規則破りであり、司祭となる道は閉ざされるとされる 41。
　再々婚を取り仕切った司祭について述べる問 17 は、再々婚であることを知ろうが知るまいが罷
免されるとする 42。
　修道院外に出る修道士を戒める問 25 は、この修道士の聖体拝領を停止するよう裁定している 43。
　府主教に反抗する主教について述べる問 31 は、そうした主教を教導するよう定めている 44。
　司祭が絹の服を着ることを禁じる問 33 は、そうした司祭に破門を定めている 45。

























































































































（注釈）オスペンニコフの指摘するところであるが、第六全地公会の規則 87 では、1 年が嘆くため



























































































































































































































３ 代表的研究だけ挙げておく。Shchapov Ia. N. Vizantiiskoe i iuzhnoslavianskoe pravovoe nasledie na Rusi 






である。彼はまず、古ルーシの時期に 4 名の府主教ヨアン（11-12 世紀にかけて）がいたこと、その中で、
ラヴレンチー年代記でその読み書きおよび知識の深さが高く評価されるヨアン 2 世が条件的に合致する点が




代表、國本哲男、山口巌、中条直樹）名古屋大学出版会、1987 年、230-231 頁。) が、その一方で本回答集
の文体が 11-12 世紀よりも古い時期のものであることを指摘して、その判断に基づき、著者が誰であるか
については結論を下さずに検討を終えた（Russkie dostopamiatnosti, izdavaemye Obshchestvom istorii i 
drevnostei rossiiskikh . ch. 1. M., 1815, S. 86-89.）。とは言え、回答の宛先人である修道士ヤコフと同名の
修道士が 1074 年にキエフ・ペチェルスキー修道院の院長に任じられていることに鑑み、「第二のヨアンに時
代的に近い」と述べている（Russkie dostopamiatnosti , S. 88.）。
　　教会史家マカーリーは『ロシア教会史』（1857 年）において、難解な回答集の内容を詳細に紹介したものの、
著者ヨアンの同定はしなかった（Makarii, Istoriia russkoi tserkvi . t. 2. SPb. 1889.）。




と同じであることを指摘しながら、回答集の著者もヨアンしかいないと述べている（Nevolin. O mitropolite 
Ioanne II. Sbornik otdeleniia russkogo iazyka i slovesnosti . 1853-2, S. 637-638, 642-643.）。基本的にはこ
れ以降、著者がヨアン 2 世であることは疑われていない。
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